







































たら、うちの社員で満員になるさかい マスター、よろしゅうたのんまっせ」とのことであった。英男は、主任の「言葉を最後の依りどころみたいに感じて」 、店の経営 頑張っていた。　
そういう「八月の半ばの土曜日、ひとりの女客が〈アトラス〉 」






















一角にあった。近くには小学校と幼稚園 あり 店の裏手の川 対岸に精神病院があった。が、住民 多くは「二時間近くかけて、大阪や神戸に勤めに出る若い夫婦者だった」ので、店は「まったくはやらなかった」 （
505） 。英男は「なんとか客を得ようとして、さまざ




























自分も、四人組も、てっきり精神病院の患者だと決めつけているが、温めたコーラを註文したからといって、そう安直に即断するのは間違っているような気がした。案外、自分たちの知らないところで、ホット・コーラ る飲み物が流行し いるやもしれず、コーラは冷やして飲まなければならないという法律があるわけでもない。いろんな人間がいて いろんな嗜好があり、 の女性はコーラを温めて飲むのが好きなのだ。英男にそ

































女が精神病院から出て来たとのことで患者とされるが、やはり、英男は合点がいかない。患者が定期的に一人で外出することは考えにくいし、しかも、彼女は指にダイヤの指輪をはめている。工場主任も「俺には 頭のネジがどこか外れた人間 は見えんなァ」 （
513）








飲まれていたのである。そして、女が「英男の心に焼きついてしまった」理由の一つとして、彼のそれまでの恋愛と結婚の平凡さがあった。英男と伸子は夜間高校の同級生であり、高校を卒業して四年後に、二人は見合いをする。そして、 「夫婦は釣り合いのとれているのがいちばんええ」と う父や知人の言葉に従い、英男は結婚したのであり、伸子に強い愛情がある訳ではなかった。そ 後、七年間、夫婦には子供ができなかった。　
彼は風呂から上がり、 「自分は、つまらない人生をおくっている










































う。英男は、その子どもと女に何ら の関係があると推測し、女が来る前に、女がいつも坐る席の椅子 外し おいた。　
翌日やって来た女は、いつも坐る席に執着して、英男に椅子を持






























ホット・コーラを頼み、出 あがったホット・コーラを飲んだ。彼が「うまい。これ、いけるで」と真顔 言うと、 「嘘つけ！
　
うま
いはずがあるかいな」と、 「みんなは廻し飲みした。 」 （
519）他の連
中は「一口で顔をしかめ たり、 「念入りに味わ」っ りした 、「うまいという者」は、他にはいなかった。　
英男は、来週もこの連中がやって来て騒々 く女に注目したら、
女は他人の目を嫌って、ここには「足をはこばなくなる」と思


































‌ 愛する亭主か？」 ・ 「
‌ 愛する女房
か？」 ）と、答（ 「当たり前やろ」 ・ 「当たり前や」 」はいささか唐突すぎて、違和感がある。が、女性客との別れが、英男の妻への愛情告白に到らしめたので ろう。 （少なくとも、後押ししていよう。 ）　
伸子との仲を、 「切り詰めて切り詰めて」いたのは英男自身であ

















































































































































「ホット・コーラ」と「暑い道」の違いとして、 「暑い道」では、現実の性的描写が生々しく、かつ、情緒的に描かれ、性が主人公たちを動かすのに対して、 「ホット・コーラ」の方は、主人公の一方的な妄想にすぎず、他者（や自分）を動 すような力を持っていない。
八
111
